


今後も「非開削による地震対策3工法」は、技術の研鑽と開発に努め、施工の信頼性や

確実性を一層高めながら、地震に強い下水道管路づくりに貢献していきます。

既設人孔耐震化工法（ガリガリ君）～平成26年6月「東京都建設技術協会賞」受賞～
　平成１２年度に東京都の実証工事で「耐震化に有効な技術である」ことが確認されて以来、平成28年度末まで

84都市で採用され5万6千基以上のマンホールを耐震化しました。

　平成２３年３月には、新たに更生管へも耐震性能を付与できる技術として、更生管（自立管）対応工法を開発しました。

　

耐震一発くん（更生管マンホール接続部耐震化工法）～耐震化と長寿命化を一発施工～
　平成２０年１１月に新潟県十日町市および平成２１年７月に東京都の実証工事で「耐震化に有効な技術である」

ことが確認されて以来、平成28年度末まで35都市で採用され5千管口以上を耐震化しました。

　平成２３年３月には、適用管径を８００㎜未満、マンホールの深さを１０ｍ以内に拡大する技術を開発しました。

フロートレス工法（マンホール浮上抑制工法）～平成25年6月に土木学会「技術開発賞」受賞～
　平成１９年度に東京都の実証工事で「耐震化に有効な技術である」ことが確認されて以来、平成28年度末まで

73都市で採用され2万基以上のマンホールに浮上防止対策を実施しました。

おかげさまで協会設立15周年



管内に光ファイバーケーブルが敷設されている
場合等に用いる方式で、Φ30mmのコアビットに
より管の外周を連続削孔する方式です。







過剰間隙水圧消散弁（消散弁）

消散弁を削孔した孔に挿入し、手順１で残した
壁が貫通するまで圧入します。

5種類




